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文書管理システムの生い立ち
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無断転載を禁ず

「紙」文書の発生プロセス
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正式成果物ドラフト

アイディア
メモ

下書き・
草稿

素材
データ

…

根拠・
考え方

経緯・
文脈

完成図書
（最終成果物）
のみが存在

紙

「紙」文書の時代

唯一の管理対象

（下書き・没原稿）
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完成図書管理の文化
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（実質的に）存在していたのは、最終的な成果物のみ

文書管理 完成図書管理≡

「紙」文書の時代

記録管理≡
・文書：document
・記録：records
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無断転載を禁ず

【文書管理システム】

保管 ～ 保存 廃棄

検索･閲覧 期限管理
版数管理 アクセス制御

文書管理システム
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承認ワークフロー

正式成果物の
原稿データ
or
正式成果物の
画像データ

正式化手続の
対象データ
（＋修正履歴）

発生 伝達・
活用

伝達・
活用・・・

登録
【文書のライフサイクル】
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ナレッジマネジメントへの応用
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匿名化
された
ベスト

プラクティス

文書の発生プロセスとナレッジ
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形式知

汎用的個別の実例

手順書・要領
マニュアル
規格／標準

FAQ
等

正式
成果物

ドラフト

アイディア
メモ

下書き・
草稿

素材
データ

…

広く共有チーム
（ワーク）

パーソナル
（ワーク）

暗黙知

変換負荷大

個別

根拠・
考え方

経緯・
文脈

ナレッジとしての
活用価値高！

業務への
直接利用
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文書管理システムの活用
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文書管理システム

匿名化
された
ベスト

プラクティス

手順書・要領
マニュアル
規格／標準

FAQ
等

形式知

汎用的個別の実例

正式
成果物

文書管理システムを
正式成果物以外の
ナレッジコンテンツの
格納庫として活用

検索機能を活用
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文書中の
単語・
文字列

文書検索
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文書実体
データ

「売上金額」 単位：円 15桁の整数

【構造化データ】
データ項目定義により、意味・内容を
（自動的・機械的に）把握できる

【非構造化データ】
人間が解釈しないと活用できない

（∴メタデータと紐付けて管理する）

メタデータ

プロパティ（属性）
≒ 書誌情報

案件の業務情報等からの
自動設定が、比較的容易。

全文
検索

検
索
キ
ー

探し当てて
内容を読む

検索結果に
揺らぎなし

検索結果に
揺らぎあり
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課題
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ナレッジコンテンツ

それでもなお、他の案件での再利用は難しい…

匿名化された
ベストプラクティス

手順書・要領、マニュアル、
規格／標準、FAQ 等正式成果物

他社秘密情報が含まれる場合
には、匿名化加工が必要。

一般的に、固有名詞の単純な
墨塗りだけでは、不十分。

純粋な社内情報の場合
は、成果物自体がナレッジ、
再利用対象物となりうる。

複数の実例からナレッジを抽出し、
標準化すること（形式知化）が
必要。

中長期的対応。

1:1
n:1

変換負荷大

 インセンティブの付与・品質保証
の仕組みの両輪が必要。

⇒ 変換作業を通常業務として明
確に位置付け、制度化できな
い限り、定着は難しく実効性
は高くない。

専門部署の設置。
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中間状態・途中経緯

一方、今日の業務環境は…
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•ファイルサーバー
•オンライン
ストレージ

•ソーシャルメディア
•コミュニケーション
ツール

•コラボレーション
ツール

気づかないうちに
大きな

パラダイムシフトが…

正式成果物ドラフト

アイディア
メモ

下書き・
草稿

素材
データ

…

根拠・
考え方

経緯・
文脈

【born digitalの時代】
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現在のトレンドと到達点
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現在のトレンドと到達点
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課題：より有用性の高いナレッジは試行錯誤の経緯（ex. ＮＧだった実験パターン、失敗事例、…）

最終成果物にいたるまでの活動記録のディジタル化と管理

【事例】 製薬業界における電子「実験ノート」システム

課題：最終成果物に至った経緯や背景がわからないと、活用できない

文書管理システムのコミュニケーションツール／コラボレーションツールとの連携・一体化

途中の検討経緯・議論の状況を、最終成果物へと至るタイムラインに紐付けて一括管理
文書の執筆者への直接コンタクト。 モノ（文書）ではなくヒト（のプロフィール）の検索

課題：文書からのナレッジの抽出負荷、検索精度など、非構造データとしての課題あり

セマンティック技術の発展 ⇒ AIの活用

ビジネスの観点からの事例の出現
ex. XBRL（eXtensible Business Reporting Language）

⇒ 財務報告等のXMLによる国際標準化
事物に対し、万人が共通の解釈をできる「意味」を与える技術の進展

オントロジー（概念体系）、L(O)D（Linked (Open) Data）
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電子「実験ノート」システム（製薬業）
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製薬業におけるＲ＆Ｄ部門の「実験ノート」（研究日誌）のシステム化
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中間状態や検討経緯のナレッジとしての管理
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正式文書
（最終成果物）

アップデイト アップデイト アップデイト＆承認
コメントコメントコメント

評価

• 他者から
• 自身による補足等
（随時）

……

…… ……
…… ……

……

……

タイムライン

関係者による関連する発言
（社内ソーシャルメディア）

経緯・経過も含め
管理対象に

文書リリース後も
継続してブラッシュアップされ、
「評価」により品質維持が図られる
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AIの活用事例 1/2
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PRESS RELEASE （技術）
2016年10月6日

国立大学法人京都大学
富士通株式会社

平成28年度 日本医療研究開発機構「臨床ゲノム情報統合データベース整備事業」に採択
ゲノム・遺伝子多型の臨床解釈を推定するAI技術に関する研究開発を開始

国立大学法人京都大学（以下、京都大学）は、国立研究開発法人日本医療研究開発機構（以下、日本医療研究
開発機構）が進める「臨床ゲノム情報統合データベース整備事業」に、京都大学大学院医学研究科の奥野恭史教授を
研究代表とする研究開発課題「ゲノム医療を促進する臨床ゲノム情報知識基盤の構築」が採択されたことをお知らせします。
本採択事業において富士通株式会社（以下、富士通）は、医師などが行っている臨床解釈の付与を支援する機械学習・
AI（人工知能）技術の開発を担当します。本研究課題は、遺伝子情報を病気の診断や治療などに活用するゲノム医療
を実現・普及させることを目的として、既に日本医療研究開発機構が整備を進めている、がんなどの疾患領域ごとの臨床情
報やゲノム情報のデータベースと、各種公開データベースを統合し、信頼度・精度の高い臨床解釈を付与して公開する「臨床
ゲノム統合データベース」を構築することを目指すものです。なお、実施期間は5年間（平成32年度まで）を予定しておりま
す。

【背景と目的】
遺伝子情報を病気の診断や治療などに活用するゲノム医療の実現に向けて、広く臨床現場で活用できる知
識基盤としての「臨床ゲノム情報統合データベース」の構築は喫緊の課題となっています。米国の事例では、
疾患に関連する遺伝子多型とその臨床解釈を集約する枠組みとして、専門機関が自由にアクセスできるデー
タベースをいち早く構築して公開しています。しかし、データの信頼度や精度が、臨床解釈を提供した臨床現
場・組織に依存することが課題となっており、専門家による評価の仕組みを体系化するなど信頼度や精度改
善のための取り組みが進められています。国内においても、データベース基盤の整備を進めていく中で、データ
の集約と臨床解釈の付与についての標準化・体系化の取り組みが求められています。
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AIの活用事例 2/2
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【本事業の取り組み】
今回、京都大学と富士通は共同で、これまで専門家が行ってきた人手によるデータ集約作業の過程を定式
化・アルゴリズム化し、専門家によるデータ集約作業の支援を行うキュレーションシステムを開発します。本キュ
レーションシステムでは、独自の機械学習・AI 技術を開発することで、高精度かつ高速な臨床解釈付与の
支援を目指します。
本キュレーションシステムの開発において、富士通は、現時点で疾患との関連性が明らかでは
ない遺伝子多型に対する臨床解釈を推定する以下の技術についての研究開発に取り組みま
す。
株式会社富士通研究所がこれまで開発してきたLOD（Linked Open Data）活用基盤
を利用し、医療分野における学術文献や公共DBを集約した知識ベースを構築します。
構築した知識ベースを元に、富士通のAI技術「Human Centric AI Zinrai（ジンラ
イ）」を構成する独自の機械学習技術を適用し、臨床解釈の推定と、その根拠となるエビデン
スおよび治療薬候補などを出力するシステムの構築を目指します。
これらの技術を発展させ、医療だけでなく様々な分野における企業や大学の研究開発を支え
るAI技術として富士通のビジネスへも展開していく予定です。

【商標について】
記載されている製品名などの固有名詞は、各社の商標または登録商標です。

以上
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ドラフト

AI

意味理解
↓

ナレッジ抽出
・

高精度検索

未来予想図
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正式成果物

アイディアメモ

下書き・草稿

素材データ

…

根拠・
考え方

経緯・
文脈

正式文書
（最終成果物）

記述形式
の

ガイダンス

＋
音声入力
手書き認識

…

文書管理システム ⇒ Enterprise Content Management ⇒ その先へ
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